
平成１７年（２００５年）８月

２

　

現
在
、
個
人
情
報
保
護
に
対
す
る

法
整
備
の
進
展
と
と
も
に
、
行
政
機

関
の
み
な
ら
ず
民
間
事
業
者
に
お
い

て
も
、
よ
り
適
切
な
個
人
情
報
の
保

護
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
年

４
月
か
ら
個
人
情
報
保
護
法
が
全
面

施
行
さ
れ
た
中
に
あ
っ
て
、
市
町
村

の
窓
口
に
お
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

法
第　

条
に
よ
り
氏
名
、
住
所
、
生

１１

年
月
日
、
性
別
の
４
情
報
が
、
営
利

目
的
で
あ
っ
て
も
原
則
と
し
て
誰
で

も
大
量
に
閲
覧
で
き
る
状
況
に
あ
り
、

こ
の
点
は
早
急
に
検
討
・
是
正
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。

　

住
民
基
本
台
帳
制
度
は
、
昭
和　
４２

年
制
定
以
来
、住
民
の
利
便
の
増
進
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
行
政
の
合

理
化
を
目
的
と
し
、
居
住
関
係
を
公

証
す
る
唯
一
の
公
簿
と
し
て
、
広
く

活
用
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
、
高
度
情
報
化
社
会

の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
住
民
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

る
に
つ
れ
て
、
住
民
基
本
台
帳
法
に

基
づ
く
閲
覧
制
度
の
矛
盾
点
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
住
民
か
ら
不

満
が
高
ま
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
最
近
で
は
閲
覧
制
度
を

悪
用
し
た
悪
徳
商
法
や
不
幸
な
犯
罪

事
件
が
発
生
し
て
お
り
、
住
民
基
本

台
帳
法
第　

条
に
よ
る
閲
覧
制
度
が

１１

現
実
と
し
て
住
民
の
権
利
を
著
し
く

侵
害
し
つ
つ
あ
り
、
自
治
体
独
自
の

取
り
組
み
で
は
補
い
き
れ
な
い
課
題

を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。
住
民
を
保
護

す
べ
き
自
治
体
と
し
て
、
現
行
の
閲

覧
制
度
の
下
で
は
、
こ
う
し
た
事
態

へ
の
対
応
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。　

　

よ
っ
て
、
国
・
政
府
に
対
し
、
住

民
基
本
台
帳
法
に
「
何
人
も
閲
覧
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
閲
覧
制
度
を
、
原
則
と

し
て
行
政
機
関
等
の
職
務
上
の
請
求

や
世
論
調
査
等
の
公
益
に
資
す
る
目

的
に
限
定
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
改

革
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第　

条
の
規

９９

定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成　

年
６
月　

日

１７

１７

　
　
　
　
　

埼
玉
県
八
潮
市
議
会

提
出
先　

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣　

総
務
大
臣

意

見

書

　

今
定
例
会
の
最
終
日
に
、
議
員
提

出
議
案
「
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ

く
閲
覧
制
度
の
早
期
見
直
し
を
求
め

る
意
見
書
」
を
上
程
し
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。
可
決
し
た
意

見
書
は
、
内
閣
総
理
大
臣
を
は
じ
め

関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

住住
民民
基基
本本
台台
帳帳
法法
にに
基基
づづ
くく
閲閲
覧覧

制制
度度
のの
早早
期期
見見
直直
しし
をを
求求
めめ
るる
意意

見見
書書

　

平
成　

年
第
２
回
定
例
会
で
は
、

１７

次
の
４
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
議
案
第　

号　

専
決
処
分
の
承
認

５０

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
｛
平
成　
１７

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）｝
…
①
小
・
中
学
校
間
の

情
報
提
供
②
国
庫
補
助
金
の
見
込
み

に
つ
い
て

▼
議
案
第　

号　

専
決
処
分
の
承
認

５１

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
八
潮
市

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

…
第　

条
･
･
･
･
の
改
正
に
よ
る

２４

市
民
へ
の
影
響
に
つ
い
て
説
明
を
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
そ
の
対
応
に
つ

い
て
は
お
考
え
で
す
か
。

▼
議
案
第　

号　

平
成　

年
度
八
潮

５４

１７

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

…
臨
時
職
員
の
配
置
先
は
ど
こ
か
。

▼
議
案
第　

号　

財
産
の
交
換
に
つ

６２

い
て
…
土
地
と
建
物
の
財
産
の
交
換

を
行
う
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
の
建

物
の
上
部
は
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
に
な

る
と
、
所
有
者
に
は
建
物
面
積
に
応

じ
た
土
地
の
按
分
持
分
が
あ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
八
潮
市
に
は
な
い

の
か
。
あ
る
と
し
た
ら
、
面
積
で
何

平
米
位
な
の
か
。
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■
無
年
金
定
住
外
国
人
の
救
済
処
置

に
関
す
る
要
望
書

　

草
加
市
稲
荷
４
―　

―　
　

１１

３２

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
埼
玉
県
東
部

支
部　

支
団
長　

康
和
生

　

越
谷
市
南
越
谷
２
―　

―　
１３

１０

在
日
本
朝
鮮
人
総
連
合
会
東
部
支
部

常
任
委
員
会　

委
員
長　

金
日
宇

　

東
京
都
荒
川
区
荒
川
２
―　

―　
２４

１０

無
年
金
在
日
外
国
人
デ
フ
の
会　

会

長　

大
石
泰
延

要

望

質

疑

　

現
に
議
題
と
な
っ
て
い
る
事
件 

（
議
案
修
正
動
議
、
懲
罰
動
議
、
委
員

長
報
告
、
少
数
意
見
、
議
員
の
資
格

決
定
及
び
選
挙
の
効
力
の
異
議
の
決

定
、
質
疑
を
制
限
さ
れ
て
い
る
動
議

を
除
く
動
議
、
請
願
・
陳
情
、
報
告
）

に
対
し
、
討
論
、
表
決
を
行
う
前
提

と
し
て
内
容
を
明
確
に
す
る
た
め 

に
、
そ
の
疑
義
を 
質 
す
こ
と
で
す
。

た
だ

用
語　

質
疑
と
は

討

論

　
反
対
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

本
議
案
は
、
地
方
税
法
の
一
部
改

正
に
伴
う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

同
改
正
は
国
会
で
政
府
与
党
の
賛
成

で
可
決
成
立
し
た
も
の
で
す
。

　

条
例
改
正
の
冒
頭
に
書
か
れ
て
い

る
の
は
、　

歳
以
上
の
者
の
う
ち
前

６５

年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以

下
の
者
に
対
す
る
住
民
税
非
課
税
措

置
を
平
成　

年
度
か
ら
段
階
的
に
廃

１８

止
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。併
せ
て
、

市
条
例
の
規
定
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が

「
老
年
者
控
除
の
廃
止
」
や
「
定
率

減
税
の
半
減
」
等
に
よ
る
影
響
も
あ

る
こ
と
を
見
落
と
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　

同
時
に
、
こ
れ
に
よ
っ
て
見
過
ご

せ
な
い
こ
と
は
、
市
の
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
際
の
基
準
に
「
住
民
税

非
課
税
」
と
い
う
区
分
が
あ
る
こ
と

で
す
。
合
計
所
得
は
全
く
変
わ
ら
な

い
に
も
関
わ
ら
ず
、
非
課
税
限
度
額

の
廃
止
に
よ
っ
て「
住
民
税
課
税
者
」

と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
負
担

を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
い
う
問

題
で
す
。
介
護
保
険
料
は
そ
の
典
型

で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
住
民
税

非
課
税
で
あ
る
が
故
に
利
用
で
き
た

サ
ー
ビ
ス
を
、
新
た
な
負
担
増
で
中

断
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
人
も
出
て

こ
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
本
来
な
ら

ば
十
分
対
策
を
講
じ
て
提
案
さ
れ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
以
上
議
案
に
対

す
る
反
対
の
討
論
と
し
ま
す
。

　
賛
成
討
論　
　
　
　
　
　
　

　

本
議
案
は
、
現
下
の
経
済
・
財
政

状
況
等
を
踏
ま
え
、
持
続
的
な
経
済

社
会
の
活
性
化
を
実
現
す
る
た
め
の

「
あ
る
べ
き
税
制
」
の
構
築
に
向
け

た
改
正
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

先
ず
、
個
人
の
市
民
税
関
係
の
改

正
で
は
、
個
人
住
民
税
の
人
的
非
課

税
制
度
の
範
囲
の
う
ち
、
年
齢　

歳
６５

以
上
の
者
の
前
年
の
合
計
所
得
金
額

が
１
２
５
万
円
以
下
の
も
の
に
つ
い

て
は
、
非
課
税
措
置
が
講
じ
ら
れ
て

い
た
も
の
が
廃
止
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
廃
止
の
背
景
と
し
て
は
、
国

民
皆
年
金
制
度
の
確
立
な
ど
、
高
齢

者
を
支
え
る
社
会
保
障
制
度
が
整
備

さ
れ
て
き
て
お
り
、
ま
た
、
高
齢
者

の
平
均
寿
命
は
大
幅
に
伸
び
、
全
体

と
し
て
み
れ
ば
、
経
済
的
に
も
豊
か

に
な
っ
て
き
て
い
る
状
況
が
あ
る
と

い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
の
少
子
高
齢
化
に
お

い
て
は
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
能
力

に
応
じ
て
公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合

う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
同
じ
所
得

の
現
役
世
代
と
比
べ
て
、
高
齢
者
を

年
齢
だ
け
で
一
律
に
税
制
上
、
優
遇

す
る
制
度
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う

こ
と
は
、
意
義
の
あ
る
こ
と
と
い
え

ま
す
。

　

こ
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
は
、
平

成　

年
度
分
の
個
人
住
民
税
か
ら
と

１８
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
激
変
緩
和
の

観
点
か
ら
、
平
成　

年
度
分
は
そ
の

１８

３
分
の
１
を
課
税
し
、
平
成　

年
度

１９

分
は
そ
の
３
分
の
２
を
課
税
し
、
平

成　

年
度
か
ら
全
額
課
税
す
る
こ
と

２０
と
し
、
段
階
的
に
は
廃
止
す
る
な
ど

の
経
過
措
置
も
講
じ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
八
潮
市
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
関
係
の
改
正

で
は
、
長
期
の
被
災
住
宅
者
に
対
す

る
特
例
措
置
及
び
阪
神
淡
路
大
震
災

に
係
る
被
災
住
宅
用
地
に
対
す
る
代

替
取
得
家
屋
に
係
る
特
例
措
置
が
延

長
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
今
回
の
改
正
は
、
個

人
の
市
民
税
、
固
定
資
産
税
の
い
ず

れ
の
改
正
も
経
済
・
財
政
状
況
等
を

見
極
め
つ
つ
、
納
税
者
に
配
慮
し
て

い
る
点
か
ら
も
、
評
価
で
き
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
全
体
と
し

て
は
課
税
の
公
平
性
及
び
能
力
に
応

じ
て
負
担
を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
基

本
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
改

正
に
賛
成
の
意
を
表
し
、
討
論
と
致

し
ま
す
。
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■
選
挙
の
お
知
ら
せ

　

９
月
４
日
に
、
八
潮
市
議
会
議
員

一
般
選
挙
及
び
八
潮
市
長
選
挙
が
行

わ
れ
る
予
定
で
す
。
皆
様
も
そ
ろ
っ

て
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

議
会
構
成

■
会
派
の
結
成

　

６
月　

日
付
け
で
、
西
俣
総
志
議

１７

員
が
「
一 
新  
会

     

」
を
結
成
し
ま
し
た
。

い
っ
し
ん
の
か
い

　

ま
た
、
６
月　

日
付
け
で
、
瀬
戸

２１

知
英
子
議
員
が
「
み
ら
い　

」
を
結

２１

成
し
ま
し
た
。
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